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1) 岸本英太郎1 社会政策の政治経世学. r骨働桂済と社会政策」昭恥42年. 181ベ ジ。






















2) 服部英太郎著作事"(社会政買総論)J昭和42年j 日 3ベ ジ。ただしこの問題意識はすで
に昭和'0年頃までに出来ていたと思われる。(編者あとがき参照)






6) 中西洋 「社会政寵叩経揖理論Jの遣したものz 同上書。
7) 社会科学だけが歴史科学ではない。自然も歴史的発展を続けているという観点から研究すれ
ば!自然科学も歴史科学になる。通常白熱件学は歴史世を捨象しているにすぎなu、。

















































































































12) 島革彦「財政学横論」昭和"年， 27-28ベージ。 13) 司f-:.31ベ ジn























14) 最近特にこの二重雇用制度の存在が注目をあびている e とれでもって自由主義段階では資本
の賃労働包摂が不十分であった根拠にし， そこから様々の新見解が出て来る。社会政策の分野






15) 島恭彦j 前掲書.28ベー ジ。







































































































































































19) 中西洋a 前掲論士， 159ベージ。





























22) 出口耳蔵「ウェ パ の経済学方法論」昭和u年， 135ペーシ。























23) 中西洋j 向上論文， 178ペー ジ毒照。































































社会政策の発展理論 (317) 73 
N あとがき
資本制経済社会τは土台である経済過程が労資の階級対立を含んでいるの
で，生産力の発展は階級闘争壱媒介にして進行する。政策は労資の対抗関係の
社会的帰結とし亡出て来るのであわしたがって資本家と労働者とでは同じ政
策に対する価値評価が異なって来る。価値基準の異なる二者が併存している舞
台では，一方だけの価値基準にそヮた政策を必然的なものとして提案するのは
非科学的であるとす5のがウェーベーの根本的な考えであるc そこで彼は価値
基準を前提忙した政策モデノレを想定し，その技術的意味理解に政策論の課題寺
限定した。しかし政策の必然性は価値基準の異なる二者が闘争しているからと
そ出て来るのではなかろうか。二者闘争の場では，両者が相互に限定しあうこ
とによって主体の怒意的行動が阻止され，客観的要請が主体の行動を制約する
はずである。したがってこの闘争の客観的機構が把握出来れば，相闘う両者は
自らに有利と思われる政策を科学的に提案出来る可能性が存在する。ウヱ バ
ーはこの二者闘争の原理を見落したために，政策の客観性，社会的必燃性壱否
定してしまったD 政策学はウェーパ一流の政策批判の学としてではなく，客観
的根拠をもった政策提案の学として構成される時始めて科学の名に価するもの
になる。そのためには，労資の階級的対抗関係を媒介とする政治と経済の間の
闘争的関係を正しく把握することかどうしても必要である。(さもないと政策提案
の客観的根拠が恋意的なものになる。) かつての「本質論争」の成果である政治と
経済の矛盾という観点は，科学的政策論の山発点として，その意義を再確認さ
れねばならないだろう。。今や社会政策論の課題はこの観点に立って社会保障
の機能と役割を究明することにある。次稿では独占段階以降における価値法則
と国家の経済的機能の矛盾の関係のよ n詳細な昆聞を行なってこの問題に接近
することにしよう n
